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親子料理教室
　8月1日、2日保健センターで、親子料理教室が南・北小学校4年生を対象
に開催され22組（44名）の親子が参加しました。小さなコックさんたちは、慣
れない手つきで野菜をきざんだり、いためたりお母さんに教えてもらいながら
作りました。できあがった料理の味は格別、「おいしいね」と満足そうでした。



　
道
路
は
人
が
歩
き
、
車
が
行
き
交
う

と
い
っ
た
交
通
の
た
め
ば
か
り
で
な
く

電
線
や
電
話
線
、
上
・
下
水
道
な
ど
の

収
容
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
川
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上

で
必
要
不
可
欠
な
水
を
運
ん
だ
り
、
日

常
生
活
で
の
緊
張
を
和
ら
げ
て
く
れ
る

憩
の
場
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
も
川
も
、
皆
さ
ん
が
使
う
も
の

で
す
か
ら
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を

持
っ
て
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

増
え
る
自
動
車
数

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴

っ
て
、
自
動
車
は
産
業
・
経
済
、
日
常

生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
動
車
交
通
需

要
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
交
通
需

要
を
支
え
る
た
め
に
、
道
路
づ
く
り
は

ま
す
ま
す
重
要
ま
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
の
自
動
車
の
増
加
の
例
を
と
っ
て

13

み
ま
す
と
、
埼
玉
県
で
昭
和
四
十
年
の

自
動
車
保
有
率
は
、
千
人
あ
た
り
七
〇

台
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
六
十
年
に
は

三
一
．
一
五
台
と
約
五
倍
弱
に
増
え
て
い
ま

す
。

道
路
整
備
状
況

　
埼
玉
県
の
道
路
整
備
状
況
は
、
自
動

車
千
台
当
り
の
整
備
済
道
路
延
長
（
県

道
以
上
）
か
ら
比
較
す
る
と
、
東
京
都

お
よ
び
神
奈
川
県
に
比
べ
て
高
い
水
準

ノ
．
紹

玉川～
」熊谷線

↑深谷

磯礫
　
　
◎

軸
貰
竃
線

熊谷～’堺秩父線

川本

←

主要道路
評
〆

↓東松山

に
あ
る
も
の
の
、
千

葉
県
の
水
準
の
六
割

程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
江
南
町
の
道
路
を

み
て
み
ま
す
と
、
総

延
長
は
三
二
二
・
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面

積
に
し
て
九
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
、
舗
装
さ
れ

て
い
る
道
路
の
延
長

は
、
　
一
五
八
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
舗

装
率
は
五
〇
・
五
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

σ

　
道
路
に
は
そ
れ
ぞ
れ
路
線
番
号
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
級
分

け
さ
れ
て
お
り
、
幹
線
と
な
る
道
路

に
は
一
級
、
二
級
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
町
の
基
本
構
想
で
は
、
一
級
二
級

の
道
路
は
快
適
で
安
全
な
交
通
体
系

を
確
保
す
る
た
め
、
歩
車
道
分
離
を

基
本
に
道
路
を
整
備
し
て
い
く
計
画

で
お
り
ま
す
。
生
活
道
路
で
は
、
未

整
備
路
線
に
重
点
を
お
き
、
災
害
時

に
も
対
応
で
き
る
幅
員
を
確
保
し
、

併
せ
て
雨
水
排
水
対
策
を
完
備
し
た

道
路
を
整
備
し
て
い
く
方
針
で
い
ま

す
。

本
年
度
予
算

　
道
路
整
備
に
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の

お
金
が
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
で
す
と
、
市
街
地
整
備
費
に

一
億
六
千
万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
に

一
億
五
千
万
円
、
道
路
維
持
費
に
二
千

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
利

便
都
市
を
目
指
し
て
、
今
後
も
道
路
の

整
備
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ド
　’，’、

’
の

f

、2！ケ¶
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道
路
に
ゴ
ミ
を

　
　
　
　
　
　
捨
て
な
い
で

　
車
の
窓
か
ら
あ
き
缶
や
ガ
ム
を
捨
て

た
り
す
る
人
を
み
か
け
ま
す
。
捨
て
ら

れ
た
缶
は
、
道
路
上
に
い
つ
ま
で
も
こ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ム
は
道
路
に
は

り
つ
き
、
な
か
な
か
は
が
れ
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
使
う
道
路
で
す
か
ら
、
自
分

勝
手
な
こ
と
は
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
大

切
に
そ
し
て
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
し
て
い
て
道
路
に
穴
の
あ
い
て

い
る
所
を
み
か
け
た
人
、
そ
の
他
危
険

と
思
わ
れ
る
所
に
気
付
か
れ
た
人
は
、

地
元
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
ま
た
は

直
接
役
場
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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60馬

荒
川
の
歴
史

　
そ
の
昔
、
利
根
川
の
一
支
川
に
す
ぎ

な
か
っ
た
荒
川
は
、
現
在
の
熊
谷
市
の

西
方
か
ら
北
方
を
迂
回
し
て
行
田
に
至

り
、
綾
瀬
川
に
入
っ
て
さ
ら
に
古
利
根

川
に
注
い
で
い
ま
し
た
。

　
寛
永
六
年
（
一
六
三
〇
年
）
久
下
村

（
現
在
熊
谷
市
）
地
先
の
新
川
開
削
に

よ
っ
て
、
荒
川
の
本
流
を
当
時
入
間
川

の
支
川
で
あ
っ
た
和
田
吉
野
川
と
合
せ
、

現
在
の
河
道
を
経
て
東
京
湾
に
注
ぐ
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇

年
）
の
大
洪
水
で
、
荒
川
下
流
部
に
お

い
て
改
修
計
画
が
立
案
さ
れ
、
翌
年
に

放
水
路
開
削
が
始
り
、
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
年
）
に
完
成
を
し
ま
し
た
。
上

流
部
で
は
、
明
治
四
十
三
年
、
大
正
三

年
の
洪
水
を
対
象
と
し
て
改
修
計
画
が

立
案
さ
れ
、
十
年
計
画
で
工
事
が
着
手

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
や
第
二

次
世
界
大
戦
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
障
害
に

あ

遭
い
、
昭
和
二
十
九
年
に
三
十
七
年
間

の
歳
月
を
経
て
完
成
を
み
ま
し
た
。

過
去
の
洪
水

　
荒
川
の
大
洪
水
は
、
主
と
し
て
台
風

性
降
雨
に
よ
る
出
水
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
江
戸

時
代
で
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）

八
月
の
全
国
的
な
規
模
を
も
つ
大
洪
水

が
有
名
で
す
。
利
根
川
の
氾
濫
と
も
あ

わ
せ
、
武
蔵
の
国
一
円
が
冠
水
し
、
死

者
三
千
九
百
余
人
、
救
助
を
受
け
た
も

荒川

矯斡

和田川

●防御対象

　氾濫区域

の
は
十
八
万
六
千
人
に
も
達
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
以
降
の
大
規
模
な
洪
水
は

明
治
四
十
三
年
八
月
に
発
生
し
、
本
川

の
大
麻
生
右
岸
付
近
で
の
越
水
に
始
ま

り
、
そ
の
後
各
所
で
破
堤
し
、
入
問
川

利
根
川
の
氾
濫
と
あ
わ
せ
て
東
京
・
埼

玉
の
低
地
帯
に
水
害
を
も
た
ら
し
、
そ

の
惨
状
は
明
治
時
代
以
降
最
も
激
し
か

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
す
と
、
ま
だ

ご
記
億
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
げ

ン
台
風
に
よ
る
大
洪
水
は
、
久
下
地
先

や
、
入
間
川
の
各
所
で
破
堤
を
ま
ね
き

利
根
川
の
氾
濫
と
あ
わ
せ
て
東
京
・
埼

玉
の
低
地
帯
は
濁
水
の
海
と
化
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
荒
川
放
水
路
が
ほ
ぼ
完

成
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
よ
り
以
西
の

地
域
は
、
大
洪
水
か
ら
ま
ぬ
が
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
過
去
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
引
き
起
こ

し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

事
業
概
要

　
洪
水
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

国
の
事
業
と
し
て
は
、
堤
防
の
腹
付
け
、

低
水
路
の
拡
幅
、
更
に
、
老
朽
化
し
た

水
門
・
樋
管
の
改
築
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
荒
川
調
節
池
総
合
開
発
事
業

で
は
、
荒
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画

に
よ
り
、
調
節
池
を
建
設
し
水
量
の
調

節
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
大
地
震

に
も
抵
抗
で
き
る
高
規
格
の
堤
防
（
ス

ー
パ
ー
堤
防
）
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
を
具
体
的
に
示
し

た
「
直
轄
河
川
防
御
対
象
氾
濫
区
域
図
」

が
、
建
設
省
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
左
記
の
場
所

で
無
料
配
布
を
し
て
お
り
ま
す
。

▼
建
設
省
荒
川
上
流
工
事
事
務
所

熊
谷
出
張
所
　
智
二
二
I
O
六
一
二

河川には多（の

お金が使われτ

ひます。ひっまで

も大切にしたひ

　ものですね。

搬
、

マ
メ
知
識

町
を
通
る
県
道
は
四
本
あ
り
ま
す

O
熊
谷
～
小
川
・
秩
父
線

O
富
田
～
熊
谷
線

O
深
谷
～
東
松
山
線

○
玉
川
～
熊
谷
線

町
が
認
定
し
て
い
る
道
路
の
路
線

数
は
約
一
七
四
四
本
あ
り
ま
す

〇
一
級
路
線
　
　
一
八
本

O
二
級
路
線
　
　
二
八
本

O
そ
の
他
一
、
六
九
八
本

和
田
吉
野
川
と
和
田
川
の
河
川
延

長
は
○
和
田
吉
野
川

O
和
　
田
　
川

一
7
二
　
㎞

八
・
九
五
㎞

（3）



　
『
マ
イ
ホ
ー
ム
』
を
建
て
た
り
、
購

入
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
夢
に

ま
で
み
る
こ
と
で
す
。
部
屋
の
数
や
大

き
さ
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
る
の
も

と
て
も
楽
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
実
際
に
家
を
建
て
る
と
な
る
と
、

思
わ
ぬ
建
築
基
準
法
の
制
約
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
家
を

建
て
る
時
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

都
市
計
画

　
江
南
町
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月

に
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

に
線
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
街
化
区
域
は
、
土
地
利
用
に
計
画

性
を
与
え
、
合
理
的
な
利
用
を
図
る
た

め
、
住
居
地
域
・
準
工
業
地
域
・
工
業

地
域
・
工
業
専
用
地
域
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
（
用
途
地
域
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
、
建
築

で
き
る
建
物
の
用
途
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
街
化
調
整
区
域
は
原
則
と

　璽
i：ii

し
て
家
が
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
分
家
住

宅
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の

に
つ
い
て
は
、
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
面
積
の
制
限

　
個
人
、
個
人
が
無
秩
序

に
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
大
き

な
建
物
を
建
て
る
と
、
ま

ち
全
体
が
空
地
の
少
な
い

密
集
し
た
も
の
に
な
っ
て

⑭

卍

⑭

深
谷
～
東
松
山
線

匡］市街化区域

し
ま
い
ま
す
。

　
火
災
、
地
震

な
ど
の
災
害
の

と
き
に
被
害
が

大
き
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、

避
難
や
消
防
活

動
も
充
分
行
え

ず
、
非
常
に
危

諺
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
険
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
危
険
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
な
く
す

前
．
（
”
繕
雛

由
』
鍍
－
た
－
建
物
の

ホ
皿
一
渦
、
繋
簾

』
、
マ
灘
嬉
難
鱗
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
に
よ
る
建
物
の
大

　
　
　
　
　
き
さ
の
割
合
（
容
積
率
）
が
定
め
ら
れ

　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
建
ぺ
い
率
と
容
積
率

σ

　
「
建
ぺ
い
率
」
と
は
、
建
物
の
建
築

面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
こ

と
で
、
敷
地
内
に
一
定
の
空
地
を
確
保

す
る
た
め
の
規
定
で
す
。
江
南
町
で
は

市
街
化
区
域
で
六
〇
％
、
市
街
化
調
整

区
域
で
七
〇
％
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
容
積
率
」
と
は
、
建
物
の
延
べ
面

積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
こ
と

で
、
建
物
の
密
度
を
規
制
す
る
た
め
の

規
定
で
す
。
江
南
町
で
は
、
市
街
化
区

域
で
二
〇
〇
％
、
市
街
化
調
整
区
域
で

四
〇
〇
％
と
定
め
て
い
ま
す
。

敷
地
と
道
路

　
道
路
に
は
人
や
車
の
交
通
の
た
め
の

役
割
の
ほ
か
、
災
害
時
の
避
難
や
消
防

活
動
の
た
め
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
法
律
で
は
建
築
物
の
敷
地
は

道
路
に
接
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
接
し
て
い
る
部
分

が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
な
け
れ
ば
、
建

物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
幅
員
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上

四
・
○
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
で
、
特
定

行
政
庁
が
指
定
し
た
も
の
は
、
道
路
の

中
心
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
と
こ

ろ
を
道
路
の
境
界
線
と
み
な
し
ま
す
の

で
、
こ
の
間
に
は
建
物
や
塀
な
ど
も
造

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Nの
．
．＼
翁

の

　
五
月
中
旬
よ
り
七
月
中
旬
に
か
け

て
江
南
中
央
第
二
地
内
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
説
明
会
で
は
、
清
算
金
の

算
出
例
を
用
い
な
が
ら
具
体
的
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
建
物
移
転
が
か

か
る
場
合
の
補
償
問
題
と
工
法
の
し

く
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
清
算
金
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
皆

様
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
仮
同
意
書
を
お
願

い
し
て
参
り
ま
す
が
、
事
業
に
対
し

て
の
地
権
者
の
理
解
度
の
把
握
を
し

て
、
事
業
の
方
針
の
参
考
に
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
人

に
も
、
今
後
ご
説
明
に
伺
い
、
事
業

へ
の
ご
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
仮
同
意
書
の
お
願
い
に

つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
の
身
近
な
街

づ
く
り
を
す
る
た
め
．
事
業
の
し
く

み
を
も
う
一
度
理
解
さ
れ
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
対
す
る
ご
質
問
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場
建
設
課
ま
で
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●

第
四
日
目

　
ア
メ
リ
カ
視
察
の
四
日
目
は
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヘ

の
移
動
日
で
す
。
朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に

午
前
七
時
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
小
雨
に
け

ぶ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
へ
と
大

型
バ
ス
で
国
道
一
号
線
を
走
る
。
約
四

十
分
で
空
港
に
到
着
す
る
。
塔
乗
予
定

の
便
は
、
九
十
分
遅
れ
の
表
示
。
こ
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
か
、

皆
ん
な
あ
わ
て
る
人
も
な
く
、
の
ん
び

り
と
空
港
内
で
時
間
を
過
ご
す
。

　
約
一
時
間
の
空
の
旅
で
、
十
］
時
四

十
六
分
う
す
雲
り
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空

港
に
着
陸
す
る
。
途
中
機
窓
か
ら
見
た

雪
を
被
っ
た
山
脈
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
湾
、

碁
盤
の
目
の
よ
う
な
道
路
な
ど
ア
メ
リロサンゼルス市庁舎

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

力
大
陸
の
広
大
さ
を
感
じ
る
。

　
空
港
で
は
、
や
は
り
荷
物
が
手
元
に

と
ど
く
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
空
港
のバスから見たパームツリーの街路樹

外
で
］
時
間
程
す
ご
す
。
ビ
ル
に
描
か

れ
た
大
き
な
黄
色
い
リ
ボ
ン
が
目
に
つ

く
。
湾
岸
戦
争
の
名
残
が
気
に
な
る
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
の
二
大
都
市
の
ひ
と
つ
で
、
南
北
八

十
キ
ロ
、
東
西
四
十
キ
ロ
の
細
長
い
平

担
な
人
工
の
街
、
砂
漠
に
造
ら
れ
た

街
で
歴
史
も
浅
く
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

（
行
政
の
中
心
地
）
を
中
心
に
半
径
約
四

十
キ
ロ
圏
内
に
公
共
交
通
機
関
は
市
バ

ス
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
か
高
速
道
路

網
や
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
そ
れ
に
駐
車
場
が

と
て
も
良
く
完
備
さ
れ
て
い
る
。
市
の

富
岡
政
枝
さ
ん

寺
　
田
　
由
佳
子
さ
ん

　
人
口
は
約
三
百
五
十
万
人
、
市
議
十
五
人
、

　
七
十
八
階
建
て
が
一
番
高
い
ビ
ル
で
す
。

　
　
青
い
海
と
澄
ん
だ
青
空
、
白
砂
の
ビ

　
ー
チ
、
温
暖
な
気
候
、
ユ
ー
カ
リ
と
風

　
に
ゆ
れ
る
パ
ー
ム
ッ
リ
ー
の
街
路
樹
が

　
あ
か
抜
け
た
セ
ン
ス
を
か
も
し
出
し
て

　
い
る
。

　
　
マ
リ
ナ
ー
デ
ル
・
レ
イ
は
、
ス
ペ
イ

　
ン
語
で
「
王
様
の
海
」
を
意
味
す
る
。

　
こ
こ
は
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
世
界

　
で
も
っ
と
も
大
き
く
美
し
い
ヨ
ッ
ト
ハ

　
ー
バ
ー
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ハ

　
ー
バ
ー
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト
を
な
が
め
な
が

　
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
メ
キ
シ
コ
料
理
の

　
昼
食
を
と
る
。
珊
瑚
の
木
と
い
う
の
も

　
初
め
て
見
る
。
大
き
な
木
に
赤
い
花
を

　
咲
か
せ
て
や
は
り
異
国
を
想
わ
せ
て
く

　
れ
る
。

　
　
ベ
ニ
ス
・
ビ
ー
チ
は
、
今
世
紀
初
頭

　
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
を
真
似
て
街
造
り

　
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ベ
ニ
ス
の
名
が
残

　
る
。
ア
ポ
ッ
ト
ニ
ッ
ク
さ
ん
が
私
財
を

　
だ
し
て
十
キ
ロ
の
運
河
を
つ
く
り
そ
の

　
運
河
ぞ
い
の
土
地
を
分
譲
し
た
。
現
在

　
は
二
代
三
代
目
の
家
が
新
し
く
建
ち
並

　
び
当
時
か
ら
の
家
は
ち
ら
ほ
ら
と
見
か

　
け
る
程
度
で
し
た
。

　
　
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
は
、
洗
練
さ
れ
た

　
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
海
岸
通
り
に
並
ぶ

●

マリナーデル・レイの珊瑚の木とヨット

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ー
チ
タ
ウ
ン
、

太
平
洋
が
見
え
白
砂
の
ビ
ー
チ
が
あ
り

明
る
く
健
康
的
で
、
西
海
岸
文
化
の
発

祥
地
。
約
二
百
キ
ロ
続
く
と
い
う
海
岸

を
埠
頭
の
上
か
ら
な
が
め
る
。
ビ
ー
チ

で
は
親
子
で
凧
上
げ
を
す
る
姿
が
沢
山

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
、
全
盛
期
に
は
ア
メ

リ
カ
映
画
の
九
十
％
を
制
作
し
て
い
た

と
い
う
映
画
の
都
。
現
在
で
は
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
制
作
に
主
流
が
移
っ
て
い

る
と
は
い
え
、
や
は
り
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

・
シ
ア
タ
ー
、
マ
ン
ズ
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

・
シ
ア
タ
ー
は
土
曜
日
の
せ
い
も
あ
っ

て
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
シ
ア
タ
ー
（
劇
場
）
の
前
の
敷
石
に

は
、
有
名
ス
タ
ー
の
手
形
や
足
形
、
サ

イ
ン
が
並
び
ま
た
ウ
ォ
ー
ク
・
オ
ブ
・

フ
ェ
イ
ム
と
呼
ば
れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大

通
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ブ
ル
バ
ー
ド
の

舗
道
に
は
ス
タ
ー
の
名
前
の
入
っ
た
星

型
の
ブ
ロ
ン
ズ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
中
心
に
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
は
発
展
し
た
。
車
の
普
及
と
道
路

網
の
完
備
に
よ
り
、
生
活
圏
ば
次
第
に

拡
散
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
ホ
テ
ル
も
多
く

行
政
・
経
済
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
一
角
に
は
、
リ
ト
ル

東
京
が
あ
り
、
こ
こ
は
海
外
で
最
大
の

目
本
人
街
で
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七

年
）
当
時
リ
ト
ル
・
ベ
ル
リ
ン
と
呼
ば

れ
た
ド
イ
ツ
人
街
に
、
日
本
人
コ
ッ
ク

が
住
み
始
め
た
の
を
契
機
に
日
本
人
移

住
者
が
集
ま
っ
た
地
域
で
、
わ
た
し
たサンタモニカ（ビーチタウン）

ち
が
宿
泊
し
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
・
ホ

テ
ル
も
こ
こ
に
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

も
経
営
者
、
店
員
と
も
日
本
人
で
あ
り
、

英
語
は
ま
っ
た
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
消
費
税
は
日
本
の
二
倍
の
六
％

と
高
い
州
税
で
し
た
。
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八
十
八
歳
以
上
は
三
十
七
名

最
高
齢
者
は
高
橋

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま
た

こ
の
日
か
ら
【
週
間
は
「
老
人
福
祉
週

間
」
で
す
。

　
“
人
生
八
十
年
時
代
”
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
人
生
で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
経

験
や
知
恵
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

　
お
年
寄
り
を
老
け
こ
ま
せ
な
い
た
め

に
も
、
お
年
寄
り
な
ら
で
は
の
持
ち
味

や
特
徴
が
家
庭
や
地
域
社
会
に
も
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

長寿番付
　　（8月1日現在　敬称略

悪
さ
久
願
隷
）

町
内
の
お
年
寄
り

　
町
内
で
米
寿
（
八
十
八
歳
）
以
上
を

迎
え
る
人
は
、
別
表
の
一
一
．
十
七
名
の
皆

さ
ん
で
す
．
、

　
こ
の
中
で
男
女
別
の
内
訳
と
な
る
と
、

男
性
八
人
に
対
し
女
性
二
十
九
人
。
こ

れ
を
六
十
五
歳
以
上
ま
で
拡
大
し
て
み

ま
す
と
、
男
性
五
百
五
十
九
人
、
女
性

八
百
二
十
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
女
性

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

・
ね
た
き
り
老
人
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
身
体
上
又
は
精
神
上

の
障
害
の
た
め
日
常
生
活
に
著
し
い
支

障
の
あ
る
老
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
老
人
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

も
の
で
す
、
、

（
支
給
要
件
）

O
江
南
町
に
住
所
が
あ
る
6
5
歳
以
五
の

老
人
で
あ
っ
て
次
の
要
件
を
備
え
て
い

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
一
、
疾
病
等
に
よ
り
、
常
時
臥
床
の

　
　
状
態
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で

　
　
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
六
ヶ
月
以

　
　
上
継
続
し
て
い
る
こ
と
。

　
二
、
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
江
南
町
に
住
所
の
あ

る
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
、
経

済
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

（
支
給
要
件
）

　
一
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
又
は

　
　
二
級
の
者
。

　
二
、
療
育
手
帳
（
み
ど
り
の
手
帳
）

　
　
④
又
は
A
の
人
。

　
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

や
、
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
・
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
自
宅
で
の

入
浴
は
大
変
で
す
。
こ
．
の
よ
う
な
場
合

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

移
動
の
浴
車
が
月
に
一
度
自
宅
を
訪
問

し
、
お
風
呂
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
申
請

に
必
要
な
医
師
の
意
見
書
代
は
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。

曽』麟鑛．
1
，
驚 齢一鑛羅難 灘曇講藤「鑑．

高橋勘志 98 26・5・3 須賀広573

高橋嘉四郎 97 26・9・14 須賀広285

新井つや 95 28・10・27 上新田98

吉野もん 94 29・10・12 板井1106－1

滝田をよ 93 31・6・15 樋春339

飯島ゆ理 92 31・8・25 野原461－3

青木塾死 92 31・11・26 押切2640 50

持田えあ 92 31・12・5 押切145－！

柴田賢次郎 92 32・1・3 三本948

小林やす 92 32・5・3 小江川893

奥野楽重 91 33・1・10 三本522－4

近藤躍ん 91 33・2・2 御正新田347

大場美恵 91 33・2・15 板井1258

浅野けい 91 33・2・23 野原461－3

小松原千代 91 33・7・3 樋春1197

新井よ志 90 33・8・10 三本1997－3

山田たけ 90 33・9・23 板井706

湯本さだ 90 33・12・6 千代59

志田さだ 90 33・12・20 板井413

反町かく 90 34・3・3 上新田231

永旧揖長 90 34・3・11 押切134

樋田あか 90 34・3・30 小江川1396

笠原脅み 90 34・6・7 押切801

荒井貞次 90 34・6・5 板井829－6

柴田ちか 89 34・8・2 押切724

久保田て吹 89 34・8・11 板井894－1

田辺恒隆 89 34・8・23 小江川1396

大島なつ 89 34・IO・2 押切370

関口よし 89 35・1・24 成沢321

鶴岡ケイ 89 35・6・26 野原461－3

井上小藤 88 35・8・3 小江川1544

橋本重五郎 88 35・9・24 御正新田199

坂田佐喜 88 35・IO・4 押切113

杉田志やう 88 36・2・12 小江川1367

宇治川ゆう 88 36・2・15 板井591

武政ウメ 88 36・4・13 御正新田339

神田まつ 88 36・6・26 三本1956－2

σ

の

・
老
齢
年
金
・
敬
老
記
念
品
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
年
寄
り
に
対
し
、
敬
老
と
長
寿
を
ー

祝
福
す
る
た
め
に
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

支
給
額
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
　
四
千
円

　
八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
　
五
千
円

　
八
十
五
歳
以
上
　
　
　
　
六
千
円

　
ま
た
、
敬
老
記
念
品
も
贈
ら
れ
ま
す
。

・
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、
自
分
の

身
の
ま
わ
り
の
用
事
が
困
難
な
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
、
家
庭
奉
仕
員

を
派
遣
し
て
、
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

・
特
殊
ベ
ッ
ド
の
貸
し
出
し

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
家
庭
に
、
特
殊
ベ
ッ
ド
を
お

貸
し
し
ま
す
。
ね
た
き
り
の
人
が
食
事

を
と
る
時
な
ど
に
便
利
で
す
。
料
金
は

無
料
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
内
線
謝
・
獅

離繋象灘驚錫驚…鍵…郷欝塒以購il蕪1



水道の検針票・通知書・領収書の変更のお知らせ

★
9
月
よ
緋
水
道
の
検
針

　
票
・
通
知
書
「
隔
領
収
書

が
電
算
化
に
よ
り
変
わ

　
り
ま
す
。
、

・
ロ
座
振
替
の
人
は
、
今
ま

で
の
検
針
票
に
前
月
引
落

し
を
し
た
領
収
書
が
付
き

ま
す
。
　
（
※
領
収
書
を
別

の
所
に
希
望
の
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
）

・
窓
ロ
納
付
の
人
は
、
通
知

書
が
封
書
か
ら
ハ
ガ
キ
に

変
わ
り
ま
す
。

・
納
税
組
合
の
人
は
、
通
知

書
が
新
し
い
用
紙
に
変
わ

り
ま
す
．
、

★
水
道
料
金
は
、
◎
座
振
、

…
9
替
が
便
利
で
す
α
，
，
、
－
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
左
記
の
金
融
機
関
の
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
支
店
で
も
引
落
し
が
で

　
き
ま
す
。

　
・
第
一
勧
業
銀
行

　
・
太
陽
神
戸
三
井
銀
行

　
・
協
和
埼
玉
銀
行

　
・
群
馬
銀
行

　
・
足
利
銀
行

　
・
武
蔵
野
銀
行

　
・
北
越
銀
行

●

　
・
東
和
銀
行

　
。
東
京
相
和
銀
行

　
・
埼
玉
県
信
用
金
庫

　
・
郵
便
局

　
・
江
南
町
農
協

※
手
続
き
は
、
通
帳
と
通
帳
印
を
持
っ

　
て
役
場
ま
た
は
金
融
機
関
へ
。

検
針
粟
が
塩
認
の
よ
う
に
総
拶
畿
ず
の
』

　
口
座
振
替
の
人
の
検
針
票
の
右
側
が

領
収
書
と
な
り
ま
す
。

　
窓
口
・
納
税
組
合
の
人
の
場
合
は
、

振
替
日
・
使
用
水
量
・
領
収
金
額
の
所

が
＊
印
で
消
さ
れ
、
領
収
書
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　水道ご使用量のお知らせ　　前回検針分水道料金領収書（ロ座振替剛
江南町大字成沢926　　　　　　　　．．塑　人　11分　1．｝∫客様蚤．、14．訪、＿替 II、［1径
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　　　　　　　　江南　太郎殿　g｝Og　O307　iOO110狸ユΩ隻b816　 013

糞準篇、詳薫牒語銀蛋．」制叫纂・3
　　　　　　　　．　　　　　，r‘t所，江南町大字成沢926

椀　　、㌧　1…1女 」酵熟畜仁編轟≡…、…一’r『－

鑑
、

一

篇1議“1議．撚燃瓢脚一翻

お
問
合
せ
・
ご
相
談
は
…

　
水
道
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
役
場
水
道
課
　
三
六
ー
一
五
一
二

　
　
　
　
　
内
線
二
三
二
、
二
五
三

水
道
の
故
障
・
修
理
は

当
番
の
指
定
工
事
店
へ

、謬奮舟め・当．番「 、薫事毒名☆ 擁話番号

、癬軸趨麟輔 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
塗6』掌，q211ブ・2韓・27F、、 （有）笠原設備工業所 36－3662
…「3・8・13ぎ18盛2緯 （有）松　本　設　備 36－5177
‘
、
凝
毅騨嬢9灘夕…囎…・1、

　　　　　「　Bヒ　、　、
（有）加藤ポンプ店 36－0310

　il唱　「「葱
、
鯉 臓齢羅舞i ㈱光栄建　設 36－1052

へ
曽
署
智
り
ー
り
ー
り
ー
り
ー
曽
り
ー
り
ー
讐
り
町
～
聖
讐
曽
り
ー
り
ー
り
亀
り
ー
り
薯
り
雪
り
避
り
ー
り
一

即即

皿
　
歳
騰
輔
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秋
の
七
草
を
ご
存
じ
で
す
か
。

指
を
折
っ
て
、
数
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
の
ら
え
の
お
く
　
ら

　
万
葉
集
の
歌
人
、
山
上
憶
良
が
、

「
秋
の
野
に
　
咲
き
た
る
花
を

お
よ
び
折
り
か
き
か
ぞ
ふ
れ
ば

七
種
の
花
」
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ず

萩
、
尾
花
（
ス
ス
キ
）
、
葛
、

ナ
デ
シ
コ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、

フ
ジ
バ
カ
マ
、
朝
顔
（
キ
キ

ョ
ウ
）
の
七
種
類
。
な
か
で

も
、
ス
ス
キ
は
秋
の
風
物
詩

で
す
。
ス
ス
キ
の
穂
が
風
に

そ
よ
き
始
め
る
と
、
暑
さ
か

ら
解
放
さ
れ
、
ほ
っ
と
し
た

気
分
に
な
り
ま
す
。

の
白
い
綿
毛
は
、

ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼

　
ス
ス
キ
は
、
昔
か
ら
日
本
人
の
　
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

曙
舵
粟
影
取
翻
辮
講
皿

て
、
ま
た
、
肥
料
や
家
畜
の
飼
料
、

炭
俵
や
す
だ
れ
の
材
料
と
し
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

い
ま
で
は
、
観
光
名
所
の
ス
ス
キ

の
草
原
、
観
光
土
産
の
み
み
ず
く

な
ど
で
、
ス
ス
キ
に
親
し
む
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
九
月
と
い
え
ば
「
敬
老

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ス
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
晩
秋
の
風
情
に

　
お
月
見
の
供
え
物
と
と
も
に
ス

ス
キ
を
飾
る
風
習
が
各
地
に
あ
る

の
は
、
ス
ス
キ
が
日
本
全
国
に
分

布
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
都
会

で
の
ス
ス
キ
と
の
触
れ
合
い
は
、

お
月
見
用
の
ス
ス
キ
を
年
に
一
度
、

花
屋
で
買
う
程
度
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

期
間
、

た
め
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

極
的
に
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

の
日
」
。
最
近
は
元
気
な
お
年

寄
り
が
多
く
な
り
、
外
出
先

や
運
転
中
の
事
故
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
九

月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」

を
中
心
に
、
九
月
十
一
～
二

十
日
を
、
「
高
齢
者
交
通
安
全

旬
問
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の

　
全
国
で
交
通
事
故
防
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積

f
智
r
書
2
～
り
馳
曽
豊
讐
警
曽
書
聖
曽
書
暑
2
警
曽
著
曽
豊
薯
豊
2
噛
㌧
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あて先は役場総務課鱈36－1521です。

〉
み
ん
な
で
踊
っ
た
“
む
さ
し
江
南
音
頭

　　　　子どもたちの安全を願い

　　　　　8月14日㈱、役場前原谷公園で行われ

　　　　た納涼大会に交通安全母の会の皆さんも

　　　　参加して交通安全についての啓発活動を

　　　　行いました。

　　　　　この活動は、夏の交通事故防止運動期

　　　　間中（7／20～8／31）に行っている広報活

　　　　動のほかにと同会が企画し、行ったもの

　　　　で、当日は集った子どもたちに交通安全

　　　　啓発用品を配り交通安全を呼びかけまし

のたo

トピツクス

舞襲攣鉾ノ・

‘7　　　　　　、鵬催

ノ誘瀦憂 、
．
↓
◎
す
暴
O

　
　
触
｝
　
騰
難

　
　
　
　
、
熱
齢

ブルーベリージャム作り

　町特産のブルーベリージャムの生産が、

8月6日から、農協加工所で始まりまし

た。今年は3000本（1本135g詰）を生産

する予定で、19人の農村婦人健康教室の

メンバーが加工にのぞんでいます。

　暑いなかでの作業ですが、町の特産を

作り出すということで、皆さん張りきっ

ています。昧の方も、研究を重ね、さら

においしくなりました。

　ご希望の人は、江南農協経済課へお問

い合わせください。　奮36－1392

1－rl　l嫉

ピ畦　暇i「

騨liiii

li貝i娯



、トピッ鷺麟

群
o
煽

　
　
　
讐

　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
↑

〉
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の
ど
を
披
露

　　1身避難毒話癒ホッ、卜i奪尋・離畦零海お寄ぜくだ寮も㌔・

納涼盆踊り大会（商工会膏年部）

　　　　　　　　　　原谷公園で8月14日・15日

〉
コ
ー
ラ
の
早
飲
み
競
争

　　　　　　　　　　幼稚園・保育所でも夏まつり

▼幼稚園年長夏まつりミみこいかつぎ　　　　　　　　　　　　▼保育園のサマーフェスティバル

　婦人学級で陶芸教室

　7月24日・25日、8月12日、20日の3

日間、婦人学級で陶芸教室が中学校美術

室で行われました。

　1日目は成形、2日目は紬藁（うわぐ

すりかけ）、3日目は窯出しと観賞会、と

3回の工程にわけて行われました。参加
した8。名の学級生は、完成した力作の湯鋳

飲みや一輪差しに大満足でした。

　今回の陶芸に使用した土は、町内（大

字千代）の粘土を3分の1混ぜて作った

ものです。写真は1日目の成形作業の様

子です。
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O
　
　
◇
　
　
O
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
⇔
　
◇
　
　
O
　
　
O
　
　
◇
　
　
◇

ー
大
人
の
歯
－

丈
夫
な
歯
は
健
康
の
み
な
も
と

　
あ
ら
た
め
て
自
分
の
口
の
中
を
鏡
に

映
し
て
み
る
と
　
　
　
。

　
か
つ
て
歯
医
者
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
た
歯
や
現
在
治
療
中
の
歯
が
少
な
く

と
も
一
本
は
見
あ
た
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
生
涯
を
通
じ
て
豊
か
な
食
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
高
齢
に
な
っ
．
k

も
歯
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

乙・硲りκ

みか～まφ

9
じ

細
）

歯
槽
膿
漏
に
注
意

　
永
久
歯
の
抜
け
る
原
因
は
二
十
歳
前

後
は
虫
歯
が
多
い
の
で
す
が
、
四
十
歳

以
上
で
は
圧
倒
的
に
歯
槽
膿
漏
で
す
。

と
く
に
五
十
五
歳
を
過
ぎ
ま
す
と
残
っ

て
い
る
歯
が
急
減
し
、
七
十
五
歳
以
上

で
は
約
四
・
八
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
に
か
か
る
と
、
腐
っ
た
よ

う
な
口
臭
が
し
て
歯
ぐ
き
を
押
す
と
、

　
　
　
　

う
み
が
で
て
き
て
、
最
後
に
は
歯
が
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
自

覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い
ま
ま
に
徐
々
に

進
行
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
気
が
つ
く

の
が
遅
い
と
手
遅
れ
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
虫
歯
同
様
に

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
、
口
が
臭
い
、

物
が
か
み
に
く
い
な
ど
少
し
で
も
変
だ

な
と
思
っ
た
ら
、
歯
医
者
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
の
歯

の
手
入
れ
も
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　
歯
槽
膿
漏
の
予
防

◎
歯
み
が
き
は
て
い
ね
い
に

　
　
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境

　
い
目
を
と
く
に
て
い
ね
い
に
み
が
き

　
ま
す
。

◎
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
指
で
押
す
よ
う
に
歯
ぐ
き
を
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

◎
糖
分
を
ひ
か
え
る

　
　
砂
糖
な
ど
は
、
歯
槽
膿
漏
の
原
因

　
　
　
　
し
　
こ
じ
つ

　
と
な
る
歯
垢
を
作
り
や
す
く
し
ま
す
。

◎
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

　
　
食
物
を
か
む
こ
と
で
、
唾
液
腺
の

　
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
弱
っ
た
骨
の

　
回
復
を
助
け
、
歯
ぐ
き
の
血
行
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
⇔
　
O
　
O
　
◇
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O

　
く
し
ま
す
。

◎
な
る
べ
く
固
い
も
の
を
食
べ
る
よ
う

　
に
す
る

　
　
固
い
も
の
や
繊
維
の
多
い
野
菜
な

　
ど
を
食
べ
る
と
歯
の
掃
除
を
し
て
く

　
れ
ま
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
大
切
な
わ
た
し
た
ち
の
歯
を
「
年
を

と
れ
ば
抜
け
る
運
命
に
あ
る
も
の
」
と

決
め
つ
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
歯
は
大

切
に
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
長
く
使
え
ま

す
。
　
一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
楽
し
い

食
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
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7
4
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6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

均
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七
月
七
日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
、

県
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
運
動
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
い
日
ざ

し
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
小

江
川
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
で
は
、
接
戦
の
末
、
同
点

で
引
き
分
け
と
な
り
、
抽
選
で
ホ
ワ
イ

ト
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々

決
勝
以
上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
小
江
川
A
、
春
の
原
ク
ラ
ブ
、
野
原

　
親
睦
会
、
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
、
ブ

　
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、
成
友
ク
ラ
ブ
、

　
江
南
南
会
、
ヘ
リ
テ
ィ
ジ
、
板
井
、

　
千
代
ク
ラ
ブ
、
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ
、

　
中
央
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
新
道
、
御
正

　
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
B
、
三
本
ク
ラ
ブ
、

　
大
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
中
央
ク
リ
ー

　
ン
、
御
正
プ
リ
ン
ス
、
樋
春
親
睦
会

▼
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
江
川
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
南
会

　
A“
　
　
　
　
　
　
　
　
板
　
　
　
井

れ
　
　
　
　
　
中
央
ク
ラ
ブ

4　　
　
　
　
　
　
　
　
御
正
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
正
プ
リ
ン
ス

■

▼
女
子
の
部

補
ス
肖
温
鮮
．
顛
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燈猶さと

再発見

地
名
は
語
る

「
須
賀
広
」

　
須
賀
広
は
、
江
南
台
地
の
南
側
で
和

田
川
に
面
す
る
地
域
で
す
。
西
南
方
向

に
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
平
担
な
地
形
と

同
方
向
に
谷
津
が
入
り
込
み
、
奥
に
は

沼
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
大

沼
は
面
積
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
町
最

大
の
貯
水
量
を
有
し
、
豊
か
な
水
面
に

浮
ぶ
弁
天
島
・
青
松
に
映
え
る
朱
橋
と

美
し
い
景
観
と
と
も
に
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
開
拓
の
歴
史
に
占
め
る
大
沼
の

位
置
は
重
要
で
、
江
戸
時
代
初
頭
、
須

賀
広
村
の
成
立
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
で
は
、
い
つ
須
賀
広
の
名
が
記

録
に
表
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
年
）
に
徳

　
　
　
か
　
ざ
い

川
家
の
家
宰
伊
奈
忠
次
よ
り
甲
斐
武
川

衆
に
与
え
た
知
行
地
に
「
す
か
ひ
ろ
の

郷
」
の
名
が
み
え
ま
す
。
漢
字
で
は
、

「
菅
広
」
と
書
か
れ
た
よ
う
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
始
め
の
こ
ろ
に
は
「
須
賀

広
」
と
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
定

着
し
た
よ
う
で
す
。

　
地
名
辞
典
等
に
よ
る
と
「
ス
ガ
」
又

は
「
ス
カ
」
と
「
ヒ
ロ
」
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
、
こ
の
場
合
、

濁
音
は
意
味
に
変
化
を
与
え
な
い
よ
う

で
す
。
　
「
ス
ガ
・
ス
ヵ
」
に
は
、
　
「
①

清
々
し
い
場
所
と
い
う
土
地
の
美
称
と

②
菅
の
生
え
た
未
開
墾
の
場
所
」
等
の

●第15話

意
味
が
あ
り
ま
す
。
　
「
ヒ
ロ
」
は
、
平

た
く
広
が
っ
て
い
る
地
形
を
意
味
し
ま

す
。
須
賀
広
地
区
に
は
本
田
・
東
台
付

近
に
古
代
の
ム
ラ
跡
が
埋
れ
て
い
ま
す

が
、
他
は
松
原
の
名
の
よ
う
に
山
林
原

野
が
占
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

菅
の
生
え
る
よ
う
な
湿
潤
な
場
所
も
見

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
重
殿
は
そ
の
名
を

冠
し
た
稲
荷
神
社
の
あ
る
池
付
近
を
い

い
ま
す
が
、
か
つ
て
こ
こ
に
北
か
ら
流

れ
込
む
小
溝
が
あ
り
、
流
れ
る
水
音
が

チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
と
響
き
、
ち
ょ
う
ど
小

豆
を
洗
う
よ
う
に
聴
こ
え
た
た
め
、

「
小
豆
と
ぎ
婆
さ
ん
が
今
日
も
　
難
犠
…

出
て
い
る
」
と
い
う
妖
怪
話
も
蝶
繍
－
「
h

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
　
　
　
騨
「
、

　
元
和
年
問
（
一
六
二
〇
年
頃
）

に
旗
本
稲
垣
若
狭
守
藤
七
郎
重

太
の
領
地
と
な
り
ま
す
。
当
地

へ
は
代
官
田
村
茂
兵
衛
重
次
を

派
遣
し
、
陣
屋
を
構
え
領
地
に

含
ま
れ
る
小
江
川
・
野
原
と
共

に
支
配
に
勤
め
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
初
期
は
、
農
民
・
武

士
と
も
新
制
度
、
領
地
、
開
拓

と
新
時
代
の
気
運
の
高
か
っ
た

時
で
し
た
。
代
官
田
村
氏
の
治

政
の
中
で
農
業
開
発
と
生
産
量

を
高
め
た
事
が
大
き
な
貢
績
で

す
。
地
名
に
残
る
前
新
田
、
新

田
前
・
新
田
・
新
田
裏
は
こ
の
頃
の
開

墾
地
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
大
沼
の

開
さ
く
、
土
手
の
補
修
か
ら
白
堀
と
呼

ば
れ
た
用
水
の
整
備
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
須
賀
広
の
大
半

を
占
め
、
大
規
模
な
開
拓
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。
現
在
も
残
る
整
っ
た

新
田
地
割
、
家
屋
の
景
観
は
こ
の
開
拓

が
今
も
生
き
る
す
ぐ
れ
た
土
地
改
良
事

業
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

領
内
の
寺
社
へ
の
援
助
も
度
々
行
い
、

保
泉
寺
、
満
讃
寺
、
釈
迦
寺
等
の
復
興

を
助
け
て
い
ま
す
。
釈
迦
寺
の
門
前
に

は
、
当
地
で
は
見
る
こ
と
の
珍
し
い
江

戸
様
式
の
庚
申
塔
が
成
沢
境
か
ら
移
さ

れ
て
い
ま
す
。
銘
文
中
の
筆
頭
に
み
え

る
田
村
氏
の
名
は
人
々
に
記
憶
さ
れ
る

名
と
し
て
刻
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　　　　　　　～　　　　　　～　　　　～～　　一一

●
　
県
民
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
七

月
二
十
八
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
八
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
中
央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

～
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、、灘、、匿豊領，磁：△、：1硯欝串嘆羅顯

・親しい人の名前を忘れる。

9考えがまとまらない。

・置き忘れが頻繁にある。

・衣服の着方がくずれる。

相談日　平日（月曜日から金曜日）

　　　　午前9時から正午まで

　　　　専門医による相談は、毎月

　　　　第2火曜日午後1時から

場所熊谷保健所智23－2811
問合せ　熊谷保健所保健婦・予防課

圏　圃　騒
国民年金の

加入手続きをしましょう

　　　　国民年金に必ず加入しなければな

　　　らない人（強制加入者）はつぎの3
　　　種類にわけられます。

　　　○第1号被保険者（20歳～60歳未満）

　　　　　農業・商業などの自営業の人と

σ　　　　その家族、遺族年金受給権者、障
　　　　害年金受給権者とその配偶者、学

　　　　生など。

　　　　露国民年金の加入手続きをして、

　　　　ご自分で保険料を納めます。

　　　0第2号被保険者（就職時～65歳未

　　　　　　　　　　　満）

　　　　　厚生年金保険の加入者、共済組

　　　　合員。

　　　　輝国民年金の加入手続きは不要で

　　　　す。保険料は厚生年金保険・共済

　　　　組合から、まとめて支払われます

　　　　ので納める必要はありません。

　　　○第3号被保険者（20歳～60歳未満）

　　　　　第2号被保険に扶養されている

　　　　　　　　モタ　　
　　　　　　　　羅［欝　　　、！蜘
骸担一　　　、嗜網　　　1頂　　　　i　　　一一　注…r嗜寵野　　雛　　1

　　配偶者。

　　鐸国民年金の加入手続きが必要で

　　す。保険料は配偶者の加入してい

　　る年金制度でまとめて負担します

　　ので納める必要はありません。

　　また、国民年金に希望して加入す

　ることもできます。　（任意加入者）

　加入できる人は、

　・60歳以上65歳未満の人で、老齢基

　　礎年金の受給資格期間を満たすこ

　　とができない人や満額の年金を受

　　けたい人。

　・20歳以上65歳未満の日本国民で、

　　海外に住んでいる人。

　・被用者年金の老齢（退職）年金の

　　受給権者で60歳未満の人。

　　加入の手続きは、役場住民課の国

　民年金係です。オレンジ色の年金手

　帳は豊かな老後へのパスポートです。

パスポート受付窓ロが変更

　　　　熊谷出張窓ロ
　熊谷地方庁舎が改修工事となるた

め、受付会場をつぎのところに変更

しますので、お知らせします。

期間平成3年9月から平成4年
受付日　3月まで、毎週木曜日（た

　　　だし祝・休日を除く。）

時間従来どおり
　　　午前10時～正午まで

　　　午後1時～午後3時まで
場所埼玉県熊谷会館（熊谷地方
　　　庁舎隣）
　ただし、10月24日（木）については、

会場が埼玉県食品工業試験場となり
ます。

繍蝿、懸羅聯囎騨講，．

引揚者の皆様へ

　平和祈念事業特別基金では、この
　　　　　　　　　　　　　　　　ド度、先の大戦に際し本邦以外の地域　i　i卸：

から引き揚げた方々㈱に対し、書状　灘漏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内閣総理大臣名）を贈呈すること　i／　li

になりました。
　書状の贈呈は、請求に基づいて行　雛

　　　　　　　　　　　　　　　ゑうこととしておりますので、請求さ　1　終

れる人は、請求書に記入のうえ、必　難

要な書類を添えて「平和祈念事業特　…懸／
　　　　　　　　　　　　　　　　塗灘
別基金」あて直接送付してください。縢鐡

　請求書類は同基金の他、各都道府　　　譲
県及び市区町村の窓・に置いてあり導i

ます。なお、請求書類の受付は、平　　職

成3年9月2日から行います。
（注）

　この事業の対象となる引揚者とは、1

「引揚者等に対する特別交付金の支

給に関する法律」　（昭和42年法律第

114号）による特別交付金の支給要　　　欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
件に該当した引揚者をいいます。

◎請求書類の送付先及び問合せ先

　〒112東京都文京区大塚5－3－13

　平和祈念事業特別基金（総理府所

　管）業務第2課引揚係

智03－3945－4703・4707

大里南部老人福祉センター

　「江南荘」よりお知らせ

　浴室の老朽化による改修工事のため、

つぎの期問中はお風呂の利用が出来ませ

工事期間　9月17日り℃～10月31日困まで

問合せ江南荘智36－5600
　　　　　　　　　　　　　　　　歎

　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪i
　　　　　　　　　　　　　　　　轟醜　　　　　　　　　　　　　　　　麟／
　　　　　　　　　　　　　　　　1瞭離
ん。ご理解ご協力をお願いいたします。　　　…
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・禰羅β 内、・・己容、 懸間
9／15日㈹

　29日（日）

木工教室

レターラック

木工教室

貯金箱

午前10時

午前IO時

19日休） 料理教室

ジャムづくり

午後

1時30分

20日（翁 キノコ採りのポ

イント

午後

1時30分

26日困 自然観察

まゆ工芸

午後

1時30分

10／6日旧）

　　10日／湘

農業体験（さつ

まいもの収穫）

農業体験（さつ

まいもの収穫）

午後

1時30分

午後

1時30分

禰蜘 内編　1容
　　　　日

費襯

6日1金 植木や果樹苗木の芽接ぎ 無料

9日卿 花植木・秋の病害虫対策 〃

13日1金 秋まき草花 〃

18日困 秋の庭仕事のポイント 〃

20日（金） キノコ採りのポイント 〃

25日（水） 観葉植物秋から冬の管理 〃

11，930

11，900

11，870

人／戸

3，330

3，310

3，290

（13〉

町民のうこき
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平成3年　救急出動状況

人　口

世帯数

5月　6月　7月　8月

8月1日　現在

人口11，911十24

　男5，877十15

　女6，034十9
世帯3，317十10

救急出動状況 7　　月 累　　計

交　　　　　通 5件 31件
一　般　負　傷 1件 13件
急　　　　　病 12件 70件
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　　　　　さお　　り

関谷早織ちゃん
　平成2年11月29日生

　関谷明彦・初枝さんの

長女（9ヵ月）　御正新田

　「よく男の子にまちがえ

られますが、じつは女の子

です。元気で思いやりのあ

る子に育ってほしい……」

とお母さん。

　　　　　ふみ．　ひろ

田中史浩ちゃん
　平成2年10月6日生

　田中昇・壽恵さんの

長男（10ヵ月）　　須賀広

　「身のまわりにあるもの

には、何にでも手を出し、

好奇心おう盛です…」とお

母さん。

　　ゆう　へい
大久保裕平ちゃん

　　　璽〃　　！兄　ちゃん

　平成2年12月25日生

　大久保正義・藤子さんの

二男・三男（8ヶ月）小江川

　「双子の子どもたちはい

つも元気です。素直に育っ

てほしい…」とお母さん。

　　　　　　なぎさ
坂田　　渚　ちゃん

　平成3年2月3日生
　坂田　一郎・好江さんの

二女（6ヶ月）　　下押切

　「お散歩が大好きな渚。

手足をバタバタさせて大喜

び、いつも笑顔で元気な子

に育ってほしい…」とお母

さん。
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老人福祉遇間

9月15～21日
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